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１０
月
３１
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
第
１
体
育
館
で
行
わ
れ

た
「
学
生
と
共
に
１
３
０

年
」に
は
、
学
生
、
卒
業
生
、

ご
父
母
ら
１
０
０
０
人
が
参

加
。

日
本
テ
レ
ビ
新

人
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

・
上
田
ま
り
え
さ

ん
（
平
２１
文
）
の

司
会
で
日
髙
理
事

長
・
学
長
、
卒
業

生
で
タ
レ
ン
ト
の

小
堺
一
機
さ
ん

（
昭
５４
経
営
）

が
、
学
生
時
代
の

思
い
出
や
現
在
の

仕
事
に
対
す
る
想

い
、
学
生
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ

た
。小

堺
さ
ん
は

「
先
生
の
モ
ノ
マ
ネ
を
し

て
、
学
食
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
も
ら
っ
た

の
が

初
の
ギ
ャ
ラ
で
す
」

と
笑
い
を
誘
い
、
大
事
な
局

面
ご
と
に
家
族
や
周
囲
の
先

輩
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ

た
こ
と
が
、
現
在
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
話
し
た
。

「
卒
業
す
る
と
き
進
路
が

定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

不
安
は
な
か
っ
た
。
好
き
な

こ
と
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
や

り
続
け
る
こ
と
が
大
切
。
就

職
氷
河
期
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
た
い
へ
ん
な
時
代
と
は

思
わ
ず
、
人
と
違
っ
た
い
い

経
験
が
で
き
る
と
気
持
ち
を

切
り
替
え
て
楽
し
も
う
」
と

激
励
し
た
。

日
髙
理
事
長
・
学
長
は

「
小
堺
さ
ん
の
お
話
か
ら
、

生
き
る
道
は
自
分
で
見
つ
け

る
こ
と
が
大
切
だ
と
学
生
た

ち
も
理
解
し
た
と
思
う
。
専

修
大
学
は
、
『
人
の
専
修
』

と
し
て
、
人
生
の
羅
針
盤
と

な
り
う
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組

み
を
用
意
し
て
い
る
。
学
生

の
皆
さ
ん
は
そ
れ
を
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

た
。司

会
の
大
役
を
果
た
し
た

上
田
さ
ん
は
「
貴
重
な
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。
ト
ー
ク
番
組

を
長
く
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
小
堺
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
ト
ー

ク
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」
と
感
想
を
話
し
た
。

３１
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
「
創
立
１
３
０
年
記
念

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０

０
９
」も
行
わ
れ
、約
６
０
０

人
の
卒
業
生
、
ご
家
族
ら
が

懐
か
し
の
母
校
に
集
っ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
専
大
松
戸
高
校
和

太
鼓
部
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に

「
銚
子
早
打
ち
太
鼓
」、「
ぶ
ち

つ
な

合
わ
せ
太
鼓
」、「
繫
が
り
」を

披
露
し
、
日
髙
理
事
長
・
学

長
、
荒
木
副
学
長
、
甘
竹
校

友
会
長
、
菅
沼
育
友
会
長
が

く
す
玉
を
割
り
、
華
々
し
く

開
幕
し
た
。

経
営
研
究
所
主
催
講
演
会

で
は
、
ス
ズ
キ
㈱
代
表
取
締

役
専
務
取
締
役
の
田
村
実
氏

（
昭
４７
経
営
）
が
「
私
の
経

営
活
動
―
す
べ
て
は
１
枚
の

注
文
書
か
ら
―
」
と
題
し
て

講
演
。
営
業
一
筋
の
田
村
専

務
は
「
人
を
使
う
よ
り
、
使

わ
れ
る
プ
ロ
に
な
れ
」
「
営

業
活
動
の
基
本
は
、
厳
し
い

現
状
否
定
か
ら
」
な
ど
４０
年

の
経
験
か
ら
培
っ
た
営
業
術

を
説
き
、
１
９
０
人
が
聴
き

入
っ
た
。

１０
号
館
レ
ス
ト
ラ
ン
で
行

わ
れ
た
創
立
１
３
０
年
記
念

感
謝
の
集
い
に
は
、

校
友
、
育
友
ら
多
数

が
出
席
し
懇
談
。

９
月
１６
日
の
創
立

記
念
日
に
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
披
露
さ
れ

た
「
ハ
ン
パ
ク
ビ
ー

フ
ス
テ
ー
キ
」、「
パ

ン
の
フ
ラ
イ
」
、「
ビ

ー
フ
カ
ツ
レ
ツ
」
な

ど
専
修
大
学
創
立
時

に
日
本
人
の
食
卓
に
デ
ビ
ュ

ー
し
た
西
洋
料
理
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
に
舌
つ
づ
み

を
う
ち
な
が
ら
、
学
生
時
代

の
思
い
出
を
語
り
合
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
創
立
者
４
人

が
駆
け
抜
け
た
激
動
の
時
代

を
た
ど
る
「
創
立
者
同
時
代

展
」
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

販
売
、
校
友
会
コ
ー
ナ
ー
、

校
友
会
の
法
曹
会
と
会
計
人

会
の
協
力
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行

わ
れ
た
。
卒
業
生
た
ち
は
、

鳳
祭
の
出
店
を
の
ぞ
い
た

り
、
バ
ン
ド
演
奏
を
聴
い
た

り
し
な
が
ら
、
秋
の
１
日
を

楽
し
ん
で
い
た
。

専
修
大
学
創
立
１
３
０
年
記
念
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
「
第
九
」
特
別
演
奏
会
に
参

加
す
る
祝
祭
合
唱
団
の
メ
ン
バ
ー
は
１２

月
５
日
（
土
）の
本
番
を
前
に
、
指
揮
者

の
小
森
康
弘
氏
、
声
楽
家
・
古
澤
利
人

氏
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
三
枝
美
佐
氏
ら
の

指
導
の
も
と
、
練
習
の
追
い
込
み
に
励

ん
で
い
る
∥
写
真
。
同
合
唱
団
は
、
学

生
、
ご
父
母
、
卒
業
生
、
教
職
員
、
多
摩

区
民
ら
８０
人
ほ
ど
。

メ
ン
バ
ー
の
太
田
法
子
さ
ん
（
文

３
、
ア
ル
ト
）
は
１
年
前
に
ド
イ
ツ
に

短
期
留
学
し
た
。
「
合
唱
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
聴
く
と
気

持
ち
が
高
ま
っ
て
き
ま
す
。
自
立
し
た

歌
唱
が
今
後
の
課
題
」
と
話
す
。

バ
ス
の
梶
谷
拓
史
さ
ん
（
文
３
）
は

「
『
第
九
』
の
勉
強
は
高
校
生
の
時
か
ら

始
め
ま
し
た
。
歌
は
下
手
の
横
好
き
で

す
が
楽
し
い
。
同
じ
パ
ー
ト
仲
間
の
ア

ド
バ
イ
ス
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
」。

本
番
は
、
武
蔵
野
合
唱
団
と
の
共
演

で
約
２
３
０
人
の
コ
ー
ラ
ス
と
な
り
、

専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
と
共
に
総
勢
３
０
０
人
の
堂
々
た
る

大
演
奏
と
な
る
。
１１
月
１４
日
に
は
専
フ

ィ
ル
と
の
合
同
練
習
が
行
わ
れ
た
。

▲ 専大松戸高生による和太鼓（オープニングセレモニー）

▲ 会場に詰めかけた学生から、盛んな拍手が送られた

◀

田
村
実
氏
に
よ
る
経
営

研
究
所
の
講
演
会

◀

く
す
玉
が
割
ら
れ
て
華

々
し
く
開
幕

▲ センディと記念

撮影

▲ 軽妙な話術で学生時代の思い出を語る小堺氏（右）に思わず

笑いを誘われる日髙学長（中央）と司会の上田さん

▲ 卒業アルバムを手に当時

を振り返る卒業生たち

▲ 全問正解の学生に上田さん

がインタビュー

トト

ーー

クク

ョョ

ーー

シシ

１０月３１日

堂
々
た
る
合
唱

目
指
し
猛
練
習

日
髙
理
事
長
・
学
長
と

「
第
九
」祝
祭
合
唱
団

小
堺
一
機
さ
ん

卒
業
生
の

▲ 盛り上がった「専修大学検定」

▲ グリークラブのリードで全員が校歌を斉唱

▲ 歴史展示では、懐かしい都電「専

修大学前」の停留所標識も

第４７０号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２００９年（平成２１年）１１月１５日（５）
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式
典
で
は
、
日
髙
義
博
理

事
長
・
学
長
の
式
辞
の
あ
と
、

川
端
達
夫
文
部
科
学
相
（
清

水
潔
審
議
官
代
読
）
、
日
本

私
立
大
学
連
盟
の
八
田
英
二

副
会
長
（
同
志
社
大
学
長
）、

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
の
石
川
明
理
事
が
祝

辞
、
富
山
尚
德
専
務
理
事
が

謝
辞
を
述
べ
た
。

教
職
員
、卒
業
生
、

ご
父
母
ら
１
０
０
０

人
が
参
加
し
た
祝
賀

会
で
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
日
髙
理
事
長
・

学
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
キ
ラ

リ
と
光
る
大
学
で
あ
り
続

け
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を

渡
し
た
い
」と
語
り
、人
間
味

の
あ
る
温
か
い
大
学
を
目
指

す
と
強
調
し
た
。

１
９
８
１
年
か
ら
３
年
間

経
営
学
部
助
教
授
と
し
て
本

学
の
教
壇
に
立
っ
た
鳩
山
由

紀
夫
首
相
か
ら
祝
辞
が
寄
せ

ら
れ
た
。
同
首
相
の
曽
祖
父

に
あ
た
る
鳩
山
和
夫
元
衆
院

議
長
は
、
米
国
留
学
中
に
専

修
大
学
の
前
身
・
専
修
学
校

の
設
置
構
想
に
加
わ
り
、
設

立
に
大
き
く
貢
献
し
た
功
労

者
で
あ
る
こ
と
が
披
露
さ

れ
、「
１
３
０
年
と
い
う
伝
統

と
実
績
の
う
え
に
専
修
大
学

が
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
」と
紹
介
さ
れ
た
。

甘
竹
秀
雄
校
友
会
長
、
創

立
者
の
建
学
の
軌
跡
を
小
説

に
し
た
『
蒼
翼
の
獅
子
た

ち
』
作
者
の
志
茂
田
景
樹

氏
、
学
徒
出
陣
旗
手
の
川
島

東
氏（
昭
１９
専
政
経
）と
祝
辞

が
続
き
、
菅
沼
堅
吾
育
友
会

長
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
。

専
修
大
学
と
専
大
附
属
高

校
、
専
大
松
戸
中
・
高
校
の

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
メ
ン
バ
ー
の

ち
ょ
う

ジ
ョ
イ
ン
ト
演
舞
、
矢
部
澄

し
ょ
う翔

さ
ん
ら
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
書
道
、
石

黒
吉
次
郎
文
学
部
教

授
に
よ
る
「
創
立
１

３
０
年
記
念
短
歌
」

な
ど
が
披
露
さ
れ
、

会
を
盛
り
上
げ
た
。
荒
木
敏

夫
副
学
長
の
謝
辞
で
終
了
し

た
。式

典
に
先
立
ち
「
創
立
１

３
０
年
記
念
事
業
資
金

募

金
感
謝
状
贈
呈
式
」
が
行
わ

れ
、
１４
団
体
と
２３
人
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
。

９
月
１６
日
に
創
立
１
３
０
年
を
迎
え
た
専
修
大
学
の
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
１０
月
３０

日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

店
内
に
ず
ら
り
と
並
ん
だ
色
と
り

ど
り
の
鼻
緒
。
そ
の
場
で
選
び
、
桐

す

の
台
に
挿
げ
ら
れ
て
、
自
分
だ
け
の

「
げ
た
」
が
仕
上
が
る
昔
な
が
ら
の

履
物
店
。
神
田
神
保
町
唯
一
の
専
門

店
だ
。

「
足
が
痛
く
な
る
か
ら
っ
て
敬
遠

す
る
人
が
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
挿

げ
方
が
き
ま
っ
て
い
な
い
か
ら
。
靴

と
違
っ
て
む
れ
な
い
し
、
ツ
ボ
を
刺

激
し
血
行
を
よ
く
す
る
、
と
て
も
気

持
ち
の
よ
い
履
物
で
す
。
歩
く
と
奏

で
る
�
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
�
が
ま
た
楽

し
い
で
し
ょ
」

げ
た
の
魅
力
を
、
３
代
目
店
主
の

小
倉
進
さ
ん
が
語
っ
て
く
れ
た
。

和
装
が
下
火
に
な
っ
て
、
一
時
、

オ
フ
ィ
ス
で
履
く
靴
や
サ
ン
ダ
ル
を

主
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
８
年

ほ
ど
前
に
店
舗
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
際
、
４
代
目
と
な
る
長
女
の
中
塚

佳
子
さ
ん
が
「
洋
装
に
も
合
う
し
、

健
康
的
な
良
さ
が
見
直
さ
れ
て
い

る
」
と
、
再
び
げ
た
中
心
の
品
ぞ
ろ

え
に
し
た
。

最
近
は
若
い
人
た
ち
に
も
人
気

で
、
夏
の
花
火
大
会
に
は
、
「
げ
た

は
専
門
店
で
」
と
立
ち
寄
る
浴
衣
姿

の
若
い
女
性
や
外
国
人
客
も
多
い
。

一
本
歯
の
高
げ
た
も
よ
く
出
る
と

か
。
「
合
気
道
を
す
る
人
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
を
吹
く
人
な
ど
が
『
腹
筋
を

き
た
え
、足
腰
を
強
く
す
る
』っ
て
」

と
進
さ
ん
。

江
戸
時
代
の
風
俗
を
描
き
だ
し
た

ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
粋
な
デ
ザ
イ
ン

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
鼻
緒
が
評
判
。
江
戸

染
色
作
家
の
次
女
・
充
子
さ
ん
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、
伝
統
的
履
物

が
輝
き
を
増
し
て
い
る
。

充
子
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の
手
ぬ
ぐ

い
、
の
れ
ん
、
小
物
入
れ
な
ど
和
装

小
物
も
充
実
し
て
い
る
。

創
業
は
１
８
８
４（
明
治
１７
）年
。

「
創
立
１
３
０
年
の
専
大
（
１
８
８

０
年
）
と
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
い
ん

お

か
み

で
す
よ
」
。
ほ
ほ
笑
む
の
は
、
女
将

の
ヤ
ス
子
さ
ん
。

「
旧
校
舎
時
代
の
専
大
に
は
、
盆

踊
り
大
会
、
盛
大
な
鳳
祭
な
ど
に
神

保
町
商
店
街
こ
ぞ
っ
て
参
加
し
た
も

の
で
す
。
校
舎
が
ビ
ル
に
な
っ
た
直

後
は
、
公
開
講
座
が
活
発
で
よ
く
聴

き
に
い
き
ま
し
た
。
そ
う
そ
う
、
正

月
の
箱
根
駅
伝
は
毎
年
、
応
援
に
。

い
つ
ま
で
も
私
た
ち
の
『
か
な
め
』

の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
」

＊
大
和
屋
履
物
店
∥
東
京
都
千
代

田
区
神
田
神
保
町
３‐

２‐

１

サ
ン

ラ
イ
ト
ビ
ル
１
階
☎
０
３
（
３
２
６

２
）
１
３
５
７

▲ 祝賀演奏をする専修大学フィルハーモニー管弦楽団

「
キ
ラ
リ
と
光
る
大
学
に
」

１０月３０日

��５

▲ 大学・高校・中学生のチアリーダー４０

人によるジョイント演舞が華やかに

盛
大
に
記
念
式
典
と
祝
賀
会

大和屋履物店

乾
杯
の
音
頭
を
と
る

菅
沼
堅
吾
育
友
会
長

鳩
山
首
相
も
メ
ッ
セ
ー
ジ

げたは「挿げ」で決まる！ 粋な江戸模様の鼻緒も評判

▶

店
内
で
左
か
ら
小
倉
進
さ
ん
、

ヤ
ス
子
さ
ん
、
充
子
さ
ん
、
中

塚
佳
子
さ
ん

あいさつする

日髙理事長・学長

▲ 出席した国際交流協定校

の学長ら関係者を紹介

司
会
を
務
め
た
日
髙
治
子

さ
ん
（
平
１１
経
営
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
横
浜
放
送
局
）

▲ 志茂田氏のサイン会も

行われた

▲ 教職員、卒業生、ご父母ら１０００人が参加した祝賀会会場

▲ 創立１３０年を笑顔で祝う

▲ 会場の外では専修大学

の歴史をパネルで展示

甘
竹
秀
雄
校
友
会
長

謝辞を述べる

荒木敏夫副学長

志
茂
田
景
樹
氏

▲ 店舗は専大前交差点

のすぐそばにある

▲ 書道家・矢部澄翔さん

のパフォーマンス

「
と
こ
と
わ
に
知
性
の
道

を
究
め
つ
つ

我
等
が
行

く
手
は
光
に
充
て
り
」
創

立
１
３
０
年
記
念
短
歌
を

披
露
す
る
石
黒
吉
次
郎
文

学
部
教
授

学
徒
出
陣
の
際
、
本
学
の

旗
手
を
務
め
た
川
島
東
氏

（
昭
１９
専
政
経
）

祝

辞
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